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《名古屋経済大学短期大学部の特色等について》 

 

(1)短期大学を設置する学校法人（以下「法人」という。）の沿革（概要）及び短期大学の沿革（概

要） 

  わが国が近代国家として歩み始めた明治後半、創立者市邨
いちむら

芳樹
よ し き

は女子の商業教育の必要性を予

見し、本学園の母体である名古屋女子商業学校を設立した。市邨は、社会の注目を浴びる中で、

優れた理念に基づく教育を実践し、高い評価を得た。 

  戦後、学制改革により、学校法人市邨学園を発足させる。以来、創立者の遺志を受け継ぎ、短

期大学、大学、大学院と組織を充実させ、大学院、大学、短期大学、高等学校、中学校、幼稚園

を設置する総合学園へと発展した。平成 18 年、学園は創立 100 周年を迎えた。 

 

1907（明治40年）   

    創立者市邨芳樹により、全国初の女子商業教育の実践を目指し、名古屋女子商業学校を開学。 

1923（大正12年）   

    教育の機会均等を目指し、名古屋第二女子商業学校を開学。 

1945（昭和20年）   

    財団法人市邨
いちむら

学園設立。 

1947（昭和22年）   

    学制改革に伴い、呉竹中学校及び若竹中学校を開学。 

1948（昭和23年）   

    学制改革に伴い、呉竹商業高等学校及び若竹商業高等学校を開学。 

1948（同年）   

      呉竹商業高等学校を名古屋女子商業高等学校、呉竹中学校を名古屋女商中学校、若竹商業高

等学校を高蔵
たかくら

女子商業高等学校、若竹中学校を高蔵中学校に名称変更。 

1951（昭和26年）   

私立学校法の施行に伴い、財団法人市邨学園を学校法人市邨学園に組織変更。 

1965（昭和40年）   

市邨学園短期大学を開学（商経科、家政科）。 

1967（昭和42年）   

市邨学園短期大学に保育科を設置。家政科を家政科家政専攻、同食物専攻に分離。 

1968（昭和43年）   

市邨学園短期大学附属幼稚園を開設。 

1972（昭和47年）   

   名古屋女子商業学校を市邨学園高等学校に、名古屋女商中学校を市邨学園中学校に、高蔵女

子商業高等学校を市邨学園高蔵高等学校に、高蔵中学校を市邨学園高蔵中学校に校名変更。 

1979（昭和54年）   
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  市邨学園大学を開学（経済学部消費経済学科）。 

1983（昭和58年）   

   市邨学園大学を名古屋経済大学に校名変更、同時に男女共学に移行。 

名古屋経済大学経済学部に経営学科を設置。 

1986（昭和61年）   

    市邨学園高蔵高等学校を高蔵高等学校、市邨学園高蔵中学校を高蔵中学校に校名変更。 

1988（昭和63年）   

市邨学園短期大学に英語科を設置。 

1990（平成2年）   

市邨学園短期大学家政科家政専攻を生活文化学科生活文化専攻、家政科食物専攻を生活文化学

科食物栄養専攻に名称変更。 

1991（平成3年）   

    名古屋経済大学に法学部企業法学科を設置。 

1999（平成11年）   

   名古屋経済大学法学部に国際関係法学科を設置。 

2000（平成12年）   

   名古屋経済大学大学院を開学（法学研究科法学専攻〈修士課程〉、同企業法学専攻〈博士後期

課程〉）。 

2002（平成14年）   

市邨学園短期大学を名古屋経済大学短期大学部、 

市邨学園高等学校を名古屋経済大学市邨高等学校、 

高蔵高等学校を名古屋経済大学高蔵高等学校、 

市邨学園中学校を名古屋経済大学市邨中学校、 

高蔵中学校を名古屋経済大学高蔵中学校、 

市邨学園短期大学附属幼稚園を市邨学園幼稚園に名称変更。 

短期大学、高等学校、中学校が男女共学に移行。 

名古屋経済大学大学院に会計学研究科会計学専攻〈修士課程〉を設置。 

名古屋経済大学に経営学部経営学科を設置（経済学部経営学科 募集停止)。 

名古屋経済大学短期大学部に現代コミュニケーション学科を設置（英語科 募集停止）。 

名古屋経済大学経済学部消費経済学科を現代経済学科に名称変更。 

2003（平成15年）   

    名古屋経済大学に法学部法学科を設置（企業法学科・国際関係法学科 募集停止）。 

名古屋経済大学短期大学部英語科を廃止。 

2005（平成17年）   

    名古屋経済大学に人間生活科学部幼児保育学科及び管理栄養学科を設置。 

名古屋経済大学短期大学部にキャリアデザイン学科を設置。 

名古屋経済大学短期大学部商経科・現代コミュニケーション学科を廃止。 

市邨学園幼稚園を名古屋経済大学附属市邨幼稚園に園名変更。  

2006（平成18年）   

    市邨学園創立100周年。 
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名古屋経済大学短期大学部生活文化学科を廃止。 

2007（平成19年）   

   名古屋経済大学大学院に人間生活科学研究科（幼児保育学専攻〈修士課程〉・栄養管理学専攻

〈修士課程〉）を設置。 

会計学研究科に会計学専攻〈博士後期課程〉を設置。 

2008（平成 20 年） 

  名古屋経済大学人間生活科学部幼児保育学科を教育保育学科に名称変更。 

 

(2)当該短期大学の所在地、位置（市・区・町・村の全体図）、周囲の状況（産業、人口等）等 

 

 名古屋経済大学短期大学部の所在地  愛知県犬山市字内久保
う ち く ぼ

６１－１ 

 位置  愛知県の最北端、愛知県犬山市の南部。愛知県小牧市と境を接する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（愛知県犬山市のウェブサイトより 

 

(本学ウェブサイト 交通アクセス図) 
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周囲の状況（産業、人口等） 

 愛知県犬山市  

人口 75,516 人（平成 19 年 6 月 1 日現在） 

産業 国宝犬山城を中心とする観光都市である。農業の町でもあるが、近年は食品、電気機

器、輸送機器、金属工業の伸びが著しい。名古屋の近郊として住宅地化も進んでいる。 

 愛知県小牧市  

人口 153,445 人（平成 20 年 3 月 1 日現在） 

  産業 東名・名神高速道路、中央自動車道が通る交通の要衝である。インターチェンジ付近

にコンテナ基地、トラックターミナル、倉庫群ができ、機械、ゴム、窯業、繊維など

の工場も進出している。名鉄小牧線が通じ、名古屋市との連絡がよいため住宅地化も

進んでいる。 

 

(3)法人理事長、学長の氏名、連絡先及びその略歴、ＡＬＯの氏名、連絡先及びその略歴。なお、

連絡先としてはＴＥＬ、ＦＡＸ、Ｅ－Ｍａｉｌ等を記載して下さい。 

 

学校法人市邨学園 理事長 

 氏名   末岡熙章
すえおかひろあき

 

 連絡先  学校法人市邨学園本部 ＴＥＬ 052-853-0047 ＦＡＸ 052-853-0084 

 略歴   昭和 51 年 学校法人市邨学園本部管理部長 

      昭和 55 年 学校法人市邨学園副学園長 

      昭和 56 年 学校法人市邨学園学園長、理事・理事長（現在に至る） 

      平成元年  名古屋経済大学学長並びに市邨学園短期大学（現 名古屋経済大学短期

大学部）学長（現在に至る） 

      平成 6 年  日本私立短期大学協会理事 

      平成 8 年  日本私立大学協会理事（現在に至る） 

      平成 12 年 日本私立短期大学協会常任理事（現在に至る） 

      平成 18 年 日本私立短期大学協会副会長（現在に至る） 

                       日本私立短期大学基準協会理事（現在に至る） 

 

名古屋経済大学短期大学部 学長 

 氏名   末岡熙章 

 連絡先  同 上 

 略歴   同 上 

 

ＡＬＯ 

 氏名   高田豊實
た か だ と よ み

 

 連絡先  ＴＥＬ 0568-67-0616(代)、内線 1405 ＦＡＸ 0568-67-6747 
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      Ｅ－Mail  takada-t@nagoya-ku.ac.jp 

 略歴   昭和 54 年 市邨学園短期大学（現在の名古屋経済大学短期大学部）講師 

      昭和 57 年 同 助教授 

      平成 4 年  同 教授  

      平成 17 年 名古屋経済大学短期大学部キャリアデザイン学科教授（現在に至る） 

 

 

(4)平成 14 年度から 20 年度までの学科･専攻ごとの入学定員、収容定員、在籍者数、定員充足率を

次ページの表を例に作成して下さい。廃止、募集停止等の学科を含む該当する期間内に設置された

すべての学科について作成して下さい。なお、在籍者数は毎年度 5 月 1 日時点とします。 

  

14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 備考

入学 【募集

定員 停止】

収容

定員

在籍

者数

充足

率(%)

入学 【募集

定員 停止】

生活文化学科 収容

生活文化専攻 定員

在籍

者数

充足

率(%)

入学 【募集

定員 停止】

生活文化学科 収容

食物栄養専攻 定員

在籍

者数

充足

率(%)

入学 【募集

定員 停止】

収容

定員

在籍

者数

充足

率(%)

学科専攻名

商経科

250 160

500 410 320 160

160

148 90 68 32

29.6 21.9 21.2 20

200 60 60

400 260 120 60

76 44 32 10

19 16.9 26.6

100 60 60

16.7

200 160 120 60

107 69 75 42 1

53.5 43.1 62.5 70

英語科 100

24

24
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入学 【新設】 【募集

定員 100 停止】

収容

定員

在籍

者数

充足

率(%)

入学 【新設】

定員 250

収容

定員

在籍

者数

充足

率(%)

入学

定員

収容

定員

在籍

者数

充足

率(%)

100 100

現代コミュニケーション学科 100 200 200 100

36 57 55 27

36 28.5 27.5

250 200 200

27

キャリアデザイン学科 250 500 450 400

88 192 191 170

35.2 38.4 42.4 42.5

150 150 150 100 100 150 150

保育科 300 300 300 250 200 250 300

380 389 387 312 232 227 199

126.7 129.7 129 124.8 116 90.8 66.3

 

 

 

 

過去 3 年間の入学生の出身地別人数等は以下の通りである。 

 

    平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 

    
入学者

数 
入学者に対する割合

入学者

数 
入学者に対する割合

入学者

数 
入学者に対する割合

   （人） （％） （人） （％） （人） （％） 

愛知県内 91 84.3% 98 82.4% 70 84.3%

北海道 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

東北 0 0.0% 0 0.0% 1 1.2%

関東 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

甲信越 0 0.0% 3 2.5% 2 2.4%

保
育
科 

北陸 3 2.8% 3 2.5% 0 0.0%

(5) 平成 17 年度から 19 年度に入学した学生の出身地別人数及び割合（10 程度の区分）を下表

を例に毎年度 5 月 1 日時点で作成して下さい。なお、短期大学の実態に沿って地域を区分して下

さい。 



 - 9 -

東海 13 12.0% 14 11.8% 10 12.0%

近畿 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

中国 0 0.0% 1 0.8% 0 0.0%

四国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

九州・沖縄 1 0.9% 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

保育科合計 108 100.0% 119 100.0% 83 100.0%

愛知県内 82 75.9% 66 75.9% 56 65.1%

北海道 0 0.0% 3 3.4% 0 0.0%

東北 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

関東 0 0.0% 1 1.1% 2 2.3%

甲信越 1 0.9% 1 1.1% 3 3.5%

北陸 0 0.0% 1 1.1% 3 3.5%

東海 21 19.4% 14 16.1% 19 22.1%

近畿 2 1.9% 0 0.0% 1 1.2%

中国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

四国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

九州・沖縄 1 0.9% 0 0.0% 0 0.0%

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科 

その他 1 0.9% 1 1.1% 2 2.3%

キャリアデザイン学科合計 108 100.0% 87 100.0% 86 100.0%

愛知県内 173 80.1% 164 79.6% 126 74.6%

北海道 0 0.0% 3 1.5% 0 0.0%

東北 0 0.0% 0 0.0% 1 0.6%

関東 0 0.0% 1 0.5% 2 1.2%

甲信越 1 0.5% 4 1.9% 5 3.0%

北陸 3 1.4% 4 1.9% 3 1.8%

東海 34 15.7% 28 13.6% 29 17.2%

近畿 2 0.9% 0 0.0% 1 0.6%

中国 0 0.0% 1 0.5% 0 0.0%

四国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

九州・沖縄 2 0.9% 0 0.0% 0 0.0%

短
大
部
合
計 

その他 1 0.5% 1 0.5% 2 1.2%

短大部合計 216 100.0% 206 100.0% 169 100.0%

 

 

 

 



 - 10 -

(6)法人が設置する他の教育機関の所在地、入学定員、収容定員及び在籍者数の表をそれぞれ下表

を例に平成 20 年 5 月 1 日時点で作成して下さい。 

  

 学校法人市邨学園の設置する機関の現況は以下の通りである。 

（平成 20 年 5 月 1 日現在） 

教育機関名 所在地 入学定員 収容定員 在籍者数 

名古屋経済大学 

附属市邨幼稚園 
犬山市字内久保 14-1   209 156 

名古屋経済大学 

市邨学園高等学校 
名古屋市千種区北千種 3-1-37 520 1560 1306 

名古屋経済大学 

市邨学園中学校 
名古屋市千種区北千種 3-1-37 100 300 280 

名古屋経済大学 

高蔵高等学校 
名古屋市瑞穂区高田町 3-28-1 600 1800 1250 

名古屋経済大学 

高蔵中学校 
名古屋市瑞穂区高田町 3-28-1 100 300 153 

名古屋経済大学 犬山市字内久保 61-1 780 3160 2065 

名古屋経済大学大学院 犬山市字内久保 61-1 130 270 217 

 

 

(7)その他 

評価員が誤解しないように事前に知ってもらいたい事項や事情があれば、記述して下さい。 

 

とくになし。 


